
　八幡地区コミュニティ協議会の八幡きら
めき太鼓の皆さんが、８月９日（火）、市役
所本庁に来庁されました。
　これは、10月に愛媛県で開催される｢えひ
めいやしの南予博２０１６鬼のお太鼓コン
テスト｣で見事、予選審査を突破し、出場さ
れることを受けてのものです。
　全国の舞台で、日頃の練習成果を発揮し、
躍動されることでしょう。
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「まちの話題」は、市民の皆さんから情報提供をいただき、身近な話題を掲載しています。ぜひ、投稿ください。

　社会福祉法人麦の芽福祉会薩摩川内地域本
部が７月12日（火）、市役所本庁にて｢えほん障
害者権利条約｣を寄贈されました。これは、障害
のある人もない人も地域の中で共に育ち、働き、
暮らしていける社会の実現を、子どもたちに伝
えていくためのものです。寄贈された絵本は、市
内各小・中学校に１冊ずつ届けられました。
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　五穀豊穣を祈る伝統行事「かずらたて」が８
月13日（土）、里町で行われました。かずら
をより合わせて大蛇に見立てた大綱をつくり、
顔などに派手なペイントを施した町民らが、そ
れを担いで町を練り歩きました。とぐろ巻きに
した綱の上で若者たちが踊る場面では、歓声
が上がり、会場が熱気に包まれました。
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　７月 29日（金）、市役所本庁において県土
地家屋調査士会、（公社）県公共嘱託登記土
地家屋調査士協会との「災害時における住家
被害認定調査等の支援に関する協定」を締結
しました。
　この協定により、本市において大規模災害
が発生した場合、住家被害認定調査などに支
援をいただくことで、住家被害などについ
て迅速かつ正確に把握することができます。

　鹿児島純心女子大学で、同大学と市企業
連携協議会との包括的連携に関する協定調
印式が７月４日（月）、岩切市長立会いのもと
行われました。
　これは、産学連携活動を円滑にし、地域社
会発展と人材育成に貢献することを目的とし
ており、今回の協定締結を機に、さらなる連
携強化が期待されます。
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　幼い頃から母の精神的虐待
に痛めつけられてきた千遙。
一方、母と２人、助け合って
暮らしてきた亜沙子。２人は
それぞれ結婚を決心する。け
れど、その結婚が “ 歪んだ ”
母娘関係をさらに暴走させる。

　とまとちゃん、クレソンくん、
みょうがちゃん…。野菜の子ど
もたちが、おいしい野菜にな
るために通う「やさいのがっこ
う」。合格シールを貼ってもら
う日を目指してがんばります。

　夜の９時です。こんな時間
に起きているのは誰だ？お化
けは、なかなか寝ない子をお
化けの世界へ連れていってし
まいます。怖いけれど、何度
でも見聞きしたい大人気の絵
本です。

　友達のいない少女、リスト
カットを繰り返す女子高生、ひ
とり静かに余生を送る老女。彼
女たちの “幸せ ”はどこにあるの
か。｢やり直したい｣ことがある
全ての人に贈る物語。
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